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研究成果の概要（和文）：本研究は、江戸時代および明治時代に編纂された史料集を網羅的に蒐

集し、その記事をデータベースとして一般公開すること、蒐集した史料の伝存過程および作成

された背景について分析・考察すること、を目的としている。本研究は、従来、交流する機会

のなかった異なる分野の研究者が、1 つの史実を通じて活発な議論を戦わせる土壌を作り、近

世史研究の進展に大きく寄与することになった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
This study performs collection of a source book edited in the Edo era and the Meiji era 
cyclopedically and is intended that analysis considers in opening the article to the 
public as a database, the existing in a legend process of the historical materials that 
did collection and a made background. The researcher of the different field that there 
was not of the opportunity to interchange conventionally makes the soil letting an 
active argument fight through a historical fact of one, and this study will contribute to 
the development of the modern history study. 
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１．研究開始当初の背景 

 従来、公開されている近世史全般にわたる

編年史料集は、東京大学史料編纂所において

編纂・刊行している『大日本史料』第 12 編

のみであった。 

このような現状を鑑み、研究代表者の山本

博文は平成 12～14 年度にかけて、同所で作

成した『史料稿本』の近世部分に、明治期に

なって編纂された旧大名家の家史を加えて

データベース化し、それを一般公開するとい

う「近世編年データベース」事業に着手した。

そして平成 16 年 12 月には、同事業のシンポ

ジウムを開催し、その成果を公開している。 

 シンポジウムの際、近世編年データベース

に搭載される予定の史料情報の信頼性につ

いて議論があった。たとえば、明治期に編纂

が開始され、大正１１年に完成した『日本財

政経済史料』に載せられた史料に、どの程度

の信頼性があるのか、といった点である。そ

れぞれの編年史料編纂の過程で、史料の取捨

選択がなされており、当然、疑問のある史料

は除かれたと考えられるが、重要な史料でも

当該編年史料との関係が希薄であるか、また

載せるべきではないと判断されたものも除

かれることになる。この議論の中で、それぞ

れの編年史料集の史料学的研究を現在の歴

史学の水準で行う必要性が、あらためて認識

されることになった。これが、本研究を始め

るに至った重要な動機の一つである。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、近世及び近代に編纂された編年

史及び編纂史料集をできるだけ網羅的に蒐

集し、そのうち重要なものについては史料学

的に研究し、その史料の位置づけを確定させ

ることを目的とした。 

近世及び近代に成立した編年史及び編年

史料集の史料学的研究は、現在、東京大学史

料編纂所において進められている「近世編年

データベース」の基礎になるとともに、当該

データベースをより正確なものとし、さらに

活用するために不可欠なものである。 

 本研究計画は、入力した膨大なデータを瞬

時に検索できるというコンピュータ技術の

飛躍的発展を背景にしており、計画が進むに

つれて、従来存在は知られていながらなかな

か利用しがたかった大部な史料集を時系列

的あるいは並列的に検索し、あるいは並列的

に並べて相互の関係を探るなど、さまざまな

実験的な試みが可能になった。これは、これ

まで研究者個人の努力によって遂行されて

いた研究を、一挙に進めることができるとと

もに、同じ研究分野の研究者相互が情報を共

有することによって、単なる事実の発掘にと

どまらない発展的な議論が戦わされること

になることが期待される。そのような議論を

通して、近世政治史の研究は、新たな段階に

進むと考えられる。 

 

 



３．研究の方法 

 本研究の核となる「近世編年データベー

ス」は、幕府、藩、朝廷、幕藩関係、朝幕関

係、幕府外交、幕府財政、都市政策などを主

要な柱とし、さまざまな史料から史実を抽出

してデータベース化をはかることを目的と

している。しかし当面は、近世・近代に編纂

された編纂史料集のデータベース化を中心

に作業を進めた。 

 具体的には、編纂史料集に記される綱文を

データ入力すること、綱文がない場合は、史

料を分析して新たな綱文を作成し、入力する

ことが中心となる。その作業は、日本史学を

専攻する大学院生を雇用して行ってもらい、

本所の所員がそれをチェックした。 

 また、入力作業が終了し、データベース化

が完了した史料集から、順次その史料的特質

について考察した。 

 

４．研究成果 

 本研究において得られた成果は、下記の通

りである。 

(1) 大蔵省編『日本財政経済史料』は、江戸

幕府の財政史を知るための基本史料であ

る。しかし、所収される史料は、租税や土

木など部類分けになっており、編年史料と

しては活用しがたい。そのため、本研究で

は『同史料』の各項目を、所収史料をもと

に綱文に直して編年史料集とし、そのデー

タベース化・一般公開を完了させた。さら

に、所収史料の内容を、特に『向山誠斎雑

記』と比較・検討することで、現在では失

われてしまった史料を含む貴重な編年資

料集であることがわかった。 

(2) 『天皇皇族実録』のデータベース化を完

成させ、宮内庁書陵部と合同で史料学的な

研究を進めるとともに、一般公開を開始し

た。 

(3) 『東京市史稿』のうち「市街編」・「皇城

編」・「遊園編」・「宗教編」・「変災編」・「橋

梁編」・「港湾編」のデータベース化を完了

させ、一般公開を開始した。 

(4) 江戸幕府が編纂した外交史料である『通

航一覧』のデータベース化を完了させ、史

料学的な検討を加えるとともに、一般公開

を開始した。 

(5) 『オランダ商館長日記』および「マルヒ

ナリア」の日本語訳を進め、編年史料デー

タベースへの利用が可能かどうかを検討

した。 

(6) 国内外において萩藩「遠用物」など編年

史料集に活用できる史料を蒐集した。 

以上の研究成果を集約し、山本博文編『江

戸幕府・朝廷・諸藩の編年史・編纂史料集の

史料学的研究』（『東京大学史料編纂所研究成

果報告』2009‐5、2009 年 3 月）として刊行

した。同書は、本科研において研究の中核に

据えていた『日本財政経済史料』・『天皇皇族

実録』・『通航一覧』・「マルヒナリア」などの

編纂史料について分析した論考を 8編収めて

いる。 

 本データベースの完成および報告書の出

版により、日本近世史研究において容易に史

料を編年に検索することが可能になり、研究

の飛躍的進展を開くことになった。また、

様々な分野の研究者が 1つの史実をめぐって

議論を戦わせる基礎がより整備されたと考

える。 
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